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プログラム名：触れて、見て、確かめよう！～幸せホルモンの分泌を高める癒しの実践と科学～ 

所属 

研究 

機関 

名称 
山梨県立大学 

機関の長

職・氏名 

理事長・早川正幸 

実施 

代表者 

部局 
看護学部 

職 教授 

氏名 遠藤みどり 

 

開催日 令和３年１０月１７日 

実施場所 山梨県立大学 看護学部（池田キャンパス）  

受講対象者 高校生 

参加者数 ２０人 

交付申請書に記

載した募集人数 ２０人 

プログラムの目的 

高校生は、学業や進路ならびに友人関係などで不安や悩みを抱えており、心身のバランスを崩しやすい状況

にある。そのため、自己の心身のストレス状況を客観的に捉え、日常生活の中で簡便に行えるストレスの緩和

方法を知り、ストレスへの自己対処能力を高めていくことが重要である。そこで、本プログラムでは、ストレス緩

和ホルモンの一つとして注目されているオキシトシンの分泌のメカニズムとオキシトシンの分泌を高めるリラク

ゼーション(背部マッサージ)法の講義を通して、心身のストレス緩和の重要性を理解する。また、リラクゼーシ

ョンの体験と生理的な測定から、自身のストレス/リラックス度の変化を評価し、心身のリラクゼーション効果を

考察することを目的とする。 

プログラムの実施の概要 

【実施内容】 

〔受講生にわかりやすく研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプログラムを留意

工夫した点〕 

・講義実施前や講義中、ランチやクッキ－タイムなどの時間に看護学生等の演習風景の VTRを流し、高校生の緊 

張感を和らげるようにした。 

・オキシトシンの分泌メカニズムと効果の講義では、最新の研究知見や科学的エビデンスを組み入れ、受講生の

知的喚起を促し、大学での授業の雰囲気を体験できるように工夫した。また、オキシトシン分泌を高める方法の

講義・演習では、研究的知見をもとに、オキシトシン分泌を高める方法の根拠をオキシトシン分泌メカニズムと連

動させて分かりやすく説明した。講義・演習資料を配布し、受講生がプログラム終了後も確認できるようにした。 

・演習・実験では、大学教員、緩和ケア認定看護師が、受講者一人一人に測定結果を解説し、巡回・指導補助を

行い、オキシトシン分泌促進によるリラクゼーションの理解が促進できるように工夫した。 

 












